
平
成
二
十
年
三
月
十
九
日
提
出

質

問

第

二

〇

三

号

国
民
の
所
得
格
差
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

岩

國

哲

人
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国
民
の
所
得
格
差
に
関
す
る
質
問
主
意
書

資
本
主
義
社
会
は
自
由
競
争
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
所
得
に
つ
い
て
も
格
差
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
は
必
然
的

で
あ
る
も
の
の
、
格
差
が
大
き
す
ぎ
る
場
合
は
、
公
平
感
が
失
わ
れ
、
社
会
秩
序
に
何
ら
か
の
問
題
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。し

た
が
っ
て
、
所
得
格
差
を
は
じ
め
と
す
る
格
差
を
人
々
の
就
業
意
欲
と
公
平
感
の
双
方
を
維
持
で
き
る
水
準
に
と
ど
め
る

こ
と
が
、
健
全
な
社
会
の
維
持
・
発
展
の
た
め
に
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

一
九
九
五
年
度
か
ら
二
〇
〇
四
年
度
ま
で
の
十
年
間
の
所
得
格
差
の
推
移
と
、
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
二
〇
〇
七
年
度
ま
で

の
所
得
格
差
の
推
移
の
傾
向
の
違
い
を
比
較
し
、
数
値
を
示
し
て
、
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
本
質
問
主
意
書
に
い
う
「
所
得
格
差
」
と
は
、
低
所
得
世
帯
（
所
得
下
位
二
十
％
程
度
、
以
下
同
じ
）
に
対
す
る

高
所
得
世
帯
（
所
得
上
位
二
十
％
程
度
、
以
下
同
じ
）
の
所
得
倍
率
と
定
義
す
る
。

二

今
後
の
所
得
格
差
の
推
移
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
な
る
と
予
測
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
所
得
格
差
が
拡
大
す
る
と
予
測
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
縮
小
対
策
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
検
討
し
て
い
る

一



か
。

三

四
十
七
都
道
府
県
別
の
都
道
府
県
民
所
得
額
の
差
異
は
、
直
近
十
年
間
で
拡
大
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
後
の
差
異
の
推
移
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
。

拡
大
す
る
と
予
測
し
て
い
る
場
合
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
い
か
な
る
施
策
を
検
討
し
て
い
る
か
。

な
お
、
以
上
の
質
問
に
関
し
て
は
、
厚
生
労
働
省
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
、
総
務
省
統
計
局
「
家
計
調
査
」
お
よ
び
内
閣

府
「
県
民
経
済
計
算
」
を
基
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


